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問題と目的
	 認可保育所を希望しながら入れない待機児童
が、2009年４月に２万５千人を超え、前年比約３
割増で2001年の調査開始以来最大の増加率となっ
た（朝日新聞社，2009）。また、それまで少数派
だった共働き世帯は年々増加し、1997年を境にそ
の数は雇用者世帯の過半数を占めるようになった。
さらに、出産１年前に有職者だった者の67.4％が
出産半年後には退職しているものの、そのうち４
人に一人が続けたかった仕事を断念しているとの
データもある（内閣府，2008）。これらのことから、
子どもを持ちつつも仕事を継続させたいと考えて
いる女性が増加傾向にあることがうかがえる。子
どもを育てながらの就労には、子どもを安心して
預けられる施設の不足や、共働きしたとしても女
性の家事労働の負担は変わらないなど、様々な問
題点が挙げられ、現在我が国においては共働きを
する環境が必ずしも整っているとは言えない。こ
のような我が国の現状において、なぜ就労を望む
母親が増加傾向にあるのか。昨今の経済不況の影
響もあろう。しかし、経済的手段としての就労と
いうより、自己実現的要素の強い就労希望がある
ことも示されている（脇坂 ･野間，2001）。
	 これまで女性の就労継続・退職がどのような要
因によって規定されるのかについては、親族のサ
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ポートの有無、女性の教育年数、就労経験年数、
夫の労働時間、職種、労働環境の差異、夫の収
入、住宅ローンの有無など、社会経済的な要因が
いくつか明らかにされている（脇坂，2001；岩間，
2007など）。しかし、女性の就労について、女性
の価値観、感情など関連が強いと推測される心理
的要因の検討は、まだあまりなされていないこと
が指摘されている（小坂・柏木，2007）。
	 さらに、母親が就労を継続するか否かについて
検討する際、その心理に多大な影響を与える要因
として、文化的要因があると考える。鯨岡は、我
が国の少子化問題について、“核家族化の問題＊１、
個人の自由と自己実現志向の問題＊２、合理性追求
の問題＊３の合流点にある”とし、少子化問題に
対する文化的影響を指摘している（鯨岡，1999，
pp.27）。
	 この鯨岡（1999）の指摘する文化的要因は、少
子化の背景にだけでなく、現代の女性の生き方に
様々な角度から影響を与えているのではないか
と思われ、就労についても例外ではないと考え
る。なぜなら就労は、合理的思考を最大限に駆使
して行われるものであり、経済的活動であると同
時に、たびたび自己実現の手段＊４とされるからで
ある。それゆえ、「核家族化」「個人の自由と自己
実現志向」「合理性追求」といった文化的要因の
影響を受けた母親が自分自身の在り方を考えたと
き、それを就労と結び付けて考える者が多く存在
するのも当然のことと言えよう。この３つの文化
的要因のうち、「個人の自由と自己実現志向」と
「合理性追求」は、就労経験を経たことによって、
より強くなる価値観であるとも考えられる。そし
て、子育てが、これらの価値観では割り切れない
（鯨岡，1999）と気づくとき、就労というフィー
ルドに戻りたいとの欲求が強まるのではないだろ
うか。しかし、その就労希望は、必ずしも希望す
る形で実現されているとは言えず、潜在化してし
まうケースが多いとの指摘もある（武石，2001）。
	 そこで本研究では、就労経験を持ち現在は、未
就園児の育児に専念している母親の (1) 再就労に
ついて考える際の思考過程がどのようなものであ
るのか (2) その思考過程においてどのような促進
要因および阻害要因が存在するのか (3) この思考
過程に鯨岡（1999）が指摘するような「核家族化」
「個人の自由と自己実現志向」「合理性追求」といっ
た文化的要因の影響がみられるか否かの３点を検
討することを目的とする。なお、ここで取り上げ
る再就労とは、「家事や育児などの家庭内におけ
る労働は含まず、家庭外で報酬を得るために従事
する労働に復帰すること」とし、再就職と育児休
暇あけの復職の双方を含むものとする。
方 法
１.	分析対象者	 都内 A 区が区内大学と共同で
運営する子育て支援施設（共同運営者である大学
所有の建物内の１室を、原則として A 区内在住
の未就学児（主に０～３歳）と保護者を対象に年
末年始を除く毎日９：00 ～ 17：00無料で開放し
ている。）を利用している母親を対象に、育児ス
トレス及び就労についての考え方を問う質問紙調
査を実施した。質問紙は筆者ら２名が作成した。
施設の責任者の承諾のもと施設を訪問し、来室し
た母親に直接依頼、または施設スタッフの協力に
より約100名に配布した。本質問紙調査の中でイ
ンタビュー調査への協力を募り、参加承諾を得ら
れた母親12名を対象に2008年９月～ 11月に半構
造化面接を行った。対象者の平均年齢は33歳（26
歳～ 39歳）、子どもの平均年齢は２歳２ヶ月（６ヶ
月～２歳11 ヶ月）であり、家族構成はすべて核
家族世帯であった。その他の属性は Table 1 に示
＊１	核家族化の問題とは、核家族化したことによって“母親となった一人の女性が、近隣から孤立し、誰からの手助けや援助もな
しに密室のなかで一人育児に当たるという状況”を生み出しその結果、幼児虐待や育児ノイローゼなどの様々な問題が起きてい
るというものである（鯨岡，1999，pp.16）。
＊２	個人の自由と自己実現志向の問題とは、戦後の民主憲法下での男女平等教育と、個人の自由と権利を最大限尊重する価値観が
浸透する中で、人々は自己決定や自己実現を至上のものと考え、自立した一個の主体の確立を目指すことを志向するようになっ
た。他方、それが単なる自分勝手や利己主義と混同され、同様に自由と権利をもち自己決定や自己実現を志向し、自立した一個
の主体であろうとする他者とのあいだの繋がりを見失ってしまうという否定的な側面もあるというものである（鯨岡，1999）。
＊３	合理性追求の問題とは、戦後の高度経済成長の背景にあった、合理的思考が高価値であるという価値観が人々の間に浸透し、“合
理性追求という強い姿勢が、合理的でないものを、悪しきもの否定すべきものとして排除するようになり、その結果、合理性で
すべてを割り切れないもの（結婚や子産み・子育てもそこに含まれるだろう）を回避する傾向を強め、それによってかえって生
きにくくなった面がある”というものである（鯨岡，1999，pp.25）。
＊４	育児中の女性の就労継続・退職を既定する要因の１つとして、「キャリアを中断したくない」「やりがいや責任のある仕事」と
いった項目から成る『やりがいのある仕事』が明らかにされている（小坂・柏木，2007）。
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Table 1 対象者属性
対象者 本人年齢 子ども月齢 学歴 就業状況 将来希望する就業SR 39 15 大学院 不本意退職直後 育児一段落後フルタイムZY 27 11 大学院 無職 すぐ再就職MK 34 6 大学院 個人開業 育児一段落後フルタイムYY 36 12 大学 無職 育児一段落後ボランティアでもHS 31 12 大学 育児休暇中(医療事務） 継続NR 33 6 大学 育児休暇中（退職勧告受けている） すぐ再就職HM 32 35 大学 育児+介護休暇中(栄養士） 継続OK 26 13 高校 無職 考えていないAA 35 27 大学 無職 すぐ再就職(将来の貯えのため）IC 31 10 大学 無職 育児一段落後フルタイム（教育資金貯蓄のため）RS 39 6 大学 無職 育児一段落後パート（幼稚園教員免許活かす）TM 28 22 大学 無職 考えていない
す通りである。
２.	面接方法	 面接は、半構造化面接を採用し
た。手続きは、インタビュー協力者に子どもと一
緒に来室するよう求め、２名のインタビュアーの
うち１名が子どもを遊ばせ、１名がインタビュー
を行った。隣接する都内 A 大学心理学研究所内
のプレイルームで、子どもが同室内にいる状況で
行われ、許可を得た上で MD に録音し、以後の
分析データとした。インタビューは前半が就労に
関する内容、後半が育児全般に関する内容で、実
施回数は各１回、実施時間は２時間～３時間半で
あった。途中、インタビュアーが交代する際に休
憩を入れた。また、同室内で遊んでいる子どもの
状況に合わせてインタビューを中断する場面も
あった。なお、本研究では、面接の前半部分で行
われた就労に関する内容を分析対象とした。
	 就労に関する半構造化面接の質問は、以下の通
りである。
対象者全員への質問：学生の頃の就労観・新卒で
の就職から現在までの職歴・退職あるいは休職
してからの生活の様子・働くことの意義・その
他就労に関して述べたいこと
育児休暇中の者対象の質問：育児休暇取得の経緯・
復帰について
退職者対象の質問：退職の経緯
退職者のうち再就労を希望する者対象の質問：再
就労を考えようになるまでの意識の変化・家族
と仕事の理想のバランスについて・職業人とし
ての私が自分に占める割合
再就労を希望しない者対象の質問：就労を望まな
い理由、働くことの意味付け
３.	分析方法	 分析方法は、データに密着した分
析から独自の理論を生成する質的研究法として考
案されたグラウンデッド・セオリー・アプローチ
のうち、修正版グラウンデット・セオリー・アプ
ローチ（木下，2003）（以下 M-GTA と記す、）を
採用した。この方法を採用した理由は、様々な属
性を持った一人の女性が母親となる過程で考える
「就労」という問題を扱う方法として、ある一定
の要因を想定し量的に分析する方法では、その本
質を捉え難いと考えたためである。また、質的方
法の中で M-GTA を採用した理由は、①面接調
査によって収集したデータをもとに対象者の行動
や認識などが変化していく過程などプロセス性を
持った理論の生成に適合的である、②データの切
片化（データを意味の通じる最少の単位に区切る
こと）を行わないことでデータをそのまま生かし、
人間をできるだけトータルに捉え、人間的な生き
生きとした部分を理解することを重要視している、
③従来は客観性を欠く原因と捉えられていた、分
析をする研究者のデータ解釈のばらつきを自然の
ことと捉え、その自然さを生かすために、分析の
体系化と一貫した手順を示し、より深い解釈につ
なげようと工夫されている、の３点である。
 M-GTA による分析は、基本的にはその主張者
である木下（2003，2007）が推奨する方法を参
考に以下の流れで行った。①分析焦点者＊５の選
定：半構造化面接で収集したデータ全体に目を通
し、分析焦点者を『就労経験があり、現在は未就
園児の育児に専念している母親』とし、出産前か
ら出産後の生活の変化を多彩に表現している対象
者を最初の分析対象者とした。②概念生成：デー
＊５	研究にて明らかにしようとしている変容プロセスを起こす行動主体
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Table 2 群分け条件
退職か育児休暇 近い将来の再就労の意思 再就労にむけての葛藤 群SR 退職 有 有 再就労に向けて葛藤が強い群ZY 退職 有 有 再就労に向けて葛藤が強い群MK 退職 有 有 再就労に向けて葛藤が強い群YY 退職 無 － 育児充実・傾倒群HS 育児休暇 － － 育児休暇取得群NR 退職 有 有 再就労に向けて葛藤が強い群HM 育児休暇 － － 育児休暇取得群OK 退職 無 － 育児充実・傾倒群AA 退職 有 無 再就労に向けて葛藤が弱い群IC 退職 無 － 育児充実・傾倒群RS 退職 有 有 再就労に向けて葛藤が強い群TM 退職 無 － 育児充実・傾倒群
タの中で、母親が子どもを持つことによって体験
した生活の変化や、生き方や考え方の変容などに
言及している箇所に着目し、それを１つの具体例
として概念を生成した。同時並行的に他の対象者
のデータからも、生成した概念と符合するその他
の具体例を探し、それらを全て吟味した後、定義、
概念名を洗練させた。生成した概念であっても、
具体例が豊富にみられないものは、有効でないと
判断して削除した＊６。なお、概念とデータのマッ
チングを筆者ら２名で行い、一致しなかったもの
について、両者で検討し一致させた。概念名はさ
らに、大学教員１名と女性大学院生１名を加えて
検討し、不明瞭なものについては改名するなど精
査した。③カテゴリー生成：個々の概念が、再就
労についての思考過程のうち、どの時間軸に位置
づく概念であるか、あるいは再就労についての思
考過程にどのように作用しているかを検討し、同
様の位置づけにある、または同様の作用をしてい
る概念をまとめ、カテゴリーを生成した。④プロ
セスの検討：未就園児の育児に専念している母親
の就労をめぐる思考過程に注目し、カテゴリー相
互の関係を検討した。⑤結果図とストーリーライ
ンの作成：複数の概念の関係からなるカテゴリー
相互の関係から、分析結果をまとめ、結果図を作
成するとともに、その概要を文章化した（ストー
リーライン）。なお、M-GTA は本来、対象者を
絞ってゆき選定した分析焦点者の、行動変容の
プロセスに関する理論を生成していく方法であ
る。そこで本研究では、分析焦点者を『就労経験
があり、未就園児の育児に専念している母親』に
限定した。しかし、その中においてなお存在する
母親の多様性にも注目し、各々を比較することで
再就労を考える理由がより明確になると考えたた
め、この分析焦点者を４分類することとした。し
たがって、結果図及びストーリーラインも各４つ
作成した（Figure 1 ～ 4）。
結 果
１.	対象者の分類	 12名の対象者を Table 2 に示
す群分け条件によって＊７、育児休暇中群、育児充
実・傾倒群、再就労へ向けての葛藤が強い群、再
就労に向けての葛藤が弱い群の４群に分類した。
２.	概念及びカテゴリーの生成	 本研究における
分析焦点者である、『就労経験があり、現在は未
就園児の育児に専念している母親』が再就労をめ
ぐる思考過程において捉えられたデータから、概
念・カテゴリーを付表の通り生成した。
３.	結果図およびストーリーラインの作成と考察
生成した概念、カテゴリーの相互の関係から、群
＊６	全対象者に共通する概念については４名以上言及しているもの、各群（下記にて詳述）に特徴的な概念については該当者が１
名であった“再就労に向けての葛藤が弱い群”を除き、各群において２名以上が言及しているものという基準に基づき作成し、
その基準を満たさないものは、不成立とした。
＊７	対象者のうち NR は現在育児休暇中で会社に籍を残しているものの、夫婦ともに地方出身者で近くに頼れる親戚もなく、保
育所を利用したとしても、残業ができないとの理由で継続は不可能であると考えており育児休暇の期限とともに退職するつもり
であったことから退職群とし、その後の群分けの結果、再就労に向けて葛藤強い群に分類した。MK はフリーランスで厳密には、
退職していないが、現在仕事量をゼロ近くまで抑えており、再就労したいとの思いを語っていることから、本対象者も退職群と
し、その後の群分けの結果、再就労に向けて葛藤強い群に分類した。
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Figure 1 育児休暇中群（HM，HS）
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＜子どもへの思い＞＜育児ストレス＞
戻れる職場がある安心感
＋
影響、＋と－は影響の正負を表す
家計担う覚悟 育児負担感
子どもの成長 職場への気遣い
＋復職時期検討
＋
将来 ＜将来展望＞育児も仕事もという理想
働くことの意義の変化 子ども最優先
毎に結果図とストーリーラインを作成した。ス
トーリーラインには、必要と思われる部分を面接
データから加えた。以下、カテゴリーは＜ ＞（い
くつかのカテゴリーをとりまとめる大カテゴリー
を、≪ ≫とした。）、概念は【 】（概念の定義
については付表に詳述）、データは「 」で記した。
(1)	育児休暇中群２名（HS，HM）結果図 Fig.1
	 本群の２名は、共通して【不明瞭なキャリアビ
ジョン】のまま、大学を卒業すると同時に就職を
し、結婚している。その後、妊娠をきっかけに＜
退職の検討＞をしている。その際、２名の勤務し
ていた職場は、育児休暇取得に理解があり【継続
しやすい職場】であったこと、また【家計（の一
部あるいは全部）を担う覚悟】が強くあり、就労
を継続することを決め、自然な形で育児休暇に
入っている。
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	 この２名の≪育児中心の生活感情≫は、【戻れ
る職場がある安心感】【肯定的育児感】【時間的行
動的制限】の３つが特徴的であった。まず、この
群にのみ見られた【戻れる職場がある安心感】は
【肯定的育児感】にもつながっていることが伺え、
育児中心の生活を安定したものにしていると思わ
れた。一方で、育児に専念する生活での【時間
的・行動的制限】により、思ったことができない
ストレスについて語られており、そのことからく
る【育児負担感】から解放されるために復帰の時
期を早めることを検討している。また、【子ども
の成長】を見てとったことや、復帰を求める【職
場への気遣い】により、復職時期の検討をしてい
た。また、離婚したため家計を100％支える必要
がある者、将来の教育資金など貯えのための就労
であり家計を支えるためのものではない者の各１
名であったが、その仕事の意義については、２名
とも経済的手段と答えている。そのことも、職場
復帰を後押ししていると思われた。
	 この群の２名の＜将来的展望＞からは、【育児
も仕事もという理想】を持っているが【子ども最
優先】であり、残業はしない、働き方を変える、
またそれに対する職場の理解も得られるであろう
との認識である様子がうかがわれた。さらに、「子
どもを持つようになり、親の目線からも職務を見
ることができそう」など【働くことの意義の変
化】があるようであった。また、子どもが最初に
集団生活に入る時には慣れないことばかりで苦労
はあるだろうが、子どもが社会性を身につけるた
めにも、集団に入ることは有効であると考えてお
り、子どもを保育所に預けることに不安はないと
のことで、就労を志向する他の２群と比較しても
不安や葛藤は少ない。
	 育児休暇を取り出産後も就労を継続する選択を
した２名に特徴的だったのは、両者の職場では就
労継続することが自然であり、出産後残業の負担
軽減が可能であるなど、職場において子育てをし
ながらの就労に理解があるという点であった。ま
た、家計を背負う割合は異なるものの、就労を経
済的手段と捉えている点が共通していた。そのこ
とによって、復職に迷いはなく、葛藤が少ないこ
とも本群の特徴と言える。
(2)	育児充実・傾倒群４名（YY，IC，OK，TM）
結果図 Fig.2
	 将来にわたって就労しないという明確なキャリ
アビジョンを持っていた１名を除き、他の３名
は【不明瞭なキャリアビジョン】が共通していた。
就職難だった時代に就職した後も、仕事への執着
はあまり強くなく、また全員が出産後【自分の手
で育てることの意義】を強く感じており、結婚・
出産を機に自主的に退職を選んでいる。
	 退職後の≪育児中心の生活感情≫は、４名全員
から、育児の難しさを体験しつつも【時間的にゆ
とり】があると感じていること、４名中２名は【他
者評価不要】であること、３名は【育児をする自
分の存在意義】を十分に認めていることなどが語
られた。これらのことから、育児に専念する生活
で自分の行動が制限されるなどの感覚を持ってお
らず、＜育児ストレス＞は少ないようであった。
また、育児に専念する日常生活で【肯定的育児感】
を強く持っており、４名中２名からは、【子ども
のペース】に合わせることが自然にできているこ
と、引き続き【自分で育てることの意義】を強く
感じていることなどの＜子どもへの思い＞が語ら
れ、近い将来に再就労を希望している様子はなく、
育児に傾倒していると捉えられた。しかし、４名
とも子どもの手が離れるであろう将来について述
べており、３名が【育児だけの生活への不安】に
言及していた。その時点での就労を考えているも
のは１名、生活ができれば趣味でもよいと考えて
いる者が２名であった。この２名は、子育てに長
い期間専念しブランクをあけることで、特別なス
キルもない状態で仕事が見つかるのかという【社
会復帰への不安】から、就労を考えることを躊躇
しているという側面もあるようであった。また、
必要があればその時点で就労を考えると思うとの
発言が聞かれ【家計を担う就労】でないことから、
就労に対して消極的である様子もうかがえた。残
りの１名は、子どもの手が離れたら、自分の美容
に時間をかけたいと考えており、将来にわたって
就労に関心がないようであった。
	 育児充実・傾倒群の４名に、仕事の意義を聞い
たところ１名からは、社会との接点をもつ、仕事
を通しての人間関係によって自分を高められるな
ど、他の群と同様に自己実現的要素を含んでいる
ことがうかがえた。しかし、他の２名からは、「や
ることがなかったので働いていた」「能力がある
人がやるもの」など就労に価値をおいていないこ
とがうかがえる発言が聞かれた。残りの１名は、
仕事の意義を経済的手段（将来の子どもの教育費
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Figure 2 育児充実・傾倒群（YY，IC，OK，TM）
就職 不明瞭なｷｬﾘｱﾋﾞｼﾞｮﾝ
＜出産前の就労＞
結婚・妊娠
＜退職検討＞
自分で育てることの意義 職場への遠慮
育児経験 ≪育児中心の生活感情≫
出産希望退職
＜育児ストレスなし＞
他者評価
時間的ゆとり 育児をする自分の存在意義
＜子どもへの思い＞
子どもの
肯定的育児感 自分で育てることの意義
再就労希望せず
不要ペース
＜再就労消極要因＞
将来 ＜将来展望＞
子どもの巣立ち
家計を背負うためでない就労
社会復帰への不安
＜再就労促進要因＞＋
－
育児だけの生活への不安
など）としてのみ捉えていた。
	 また、現状の育児中心の生活の中で肯定的育児
感情を十分に持っているにも拘わらず、そのうち
３名が、将来にわたって育児だけの生活でよいの
かといった不安を語っていた。現在、十分に充実
感を持っているにも拘わらず、このままでよいの
かという上昇志向的な考えによる不安を多少なり
とも感じているという点からは、自己実現志向の
影響を受けているものと捉えることができる。ま
た、就労への関心が低いこの群の４名からは、育
児ストレスがあまり語られなかった。無職の母親
に育児ストレスが強いとの先行研究による知見は、
無職である状態を肯定的に受け止めているか否か
によって大きく異なることが示された。
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Figure 3 再就労へ向け葛藤が弱い群（AA）
就職 不明瞭なｷｬﾘｱﾋﾞｼﾞｮﾝ
働く者としての自信
＜出産前の就労＞
結婚・妊娠 ＜退職検討＞
自分で育てることの意義母親の影響
育児経験
出産希望退職
2回目模索
時間の流れ
＜再就労消極要因＞
家計を背負うためでない就労
社会復帰への不安
＜子どもへの思い＞
肯定的育児感 自分で育てることの意義
≪育児中心の生活感情≫
－
±
家計を担う覚悟
＜再就労促進要因＞
子どもの成長
＋再就労決定
将来 ＜再就労規定外的要因＞夫の意向
保育所
＜将来展望＞
働くことの意義の変化 子ども最優先
問題
(3)	再就労に向けての葛藤が弱い群１名（AA）
結果図 Fig.3
	 本群に分類された１名は、大学卒業後に就職難
の中、【不明瞭なキャリアビジョン】のまま就職
したものの数年で勤務した会社が倒産し、それを
機に念願だった留学を果たし幼児教育を学び、帰
国後インターナショナルスクールでの仕事に就い
た。その中で留学経験も含め【働く者としての自
信】を備えて就労していた様子が語られた。結婚・
妊娠した後、「まず自分の子どもと接したかった」
と話し、【自分で育てることの意義】を強く感じ
ていたことから、インターナショナルスクールで
の教諭の職をそれほど躊躇することもなく辞める
ことを決め【出産希望退職】して、育児中心の生
活に入った。その後、【肯定的育児感】【自分で育
てることの意義】を強く感じ、育児に専念してい
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たが、将来の子どもの教育資金などを貯える必要
性を感じ【家計を担う覚悟】によって再就労を考
えるようになった様子が語られた。さらに本対象
者は、共働きを望むようになった【夫の意向】に
後押しされ、それと同時に自分自身も【子どもの
成長】を感じたことにより、時間などで割り切れ
るような派遣の仕事に復帰することを決めていた。
また、自分自身の母親が就労しており「保育所に
通っていて特にいやではなかった」と振り返って
いることなども復帰を後押ししていると思われた。
育児専念後も強かった子どもと一緒にいたいとの
思いは、経済的に必要なのであればやむを得ない
との割り切りで、保育所に子どもを入園させるま
での間、悔いのないように子どもとの時間を過ご
そうと考えていると話し、納得している様子がう
かがえた。また、これまでに一度、保育所に入園
可能になったが、その時点では、経済的に逼迫し
ているわけではなく【家計を背負うためでない就
労】であったこと、また夫が３歳になってからで
もいいのではなど躊躇している様子であったこと、
自分が思うような条件通りの仕事が見つかるのか
という【社会復帰への不安】から、入所を見送っ
ていたことが語られた。一方、子どもが社会性を
身につけるためにも、集団に入ることは有効であ
ると考えており、自分自身は子どもを保育所に預
けることに不安はないとのことだった。
	 ＜将来展望＞は、出産前に自分の資格を活かし
ての仕事にこだわっていた時と比較すると、あく
までも【子ども最優先】であり、そのためには自
分の経験とは無関係でも、時間などで割り切れる
派遣の仕事をすることを選択するなど【働く意義
の変化】があったことがうかがえた。この１名は
働くことの意義を、経済的手段（教育資金調達の
手段）と言いきっている。子どもの手が完全に離
れたころ、自分の夢をかなえることができたらと
の展望も語られたが、それは必ずしも収入につな
がらなくてもよく、ボランティア活動であっても
構わないとのことであった。
	 この群に分類された１名は、子どもが成長し自
分の手を必要としなくなるまでは、自分自身の自
己実現欲求を棚上げする構え（鯨岡，2002）が備
わっていると捉えることができる。このような構
えを備えた１名からは、育児ストレスはほとんど
語られず、日常的にも概ね肯定的育児感を持って
いると捉えられたことは注目すべきであろう。
(4)	再就労へ向けて葛藤が強い群５名（NR，SR，
MK，RS，ZY）結果図 Fig.4
	 本群に分類された５名は、就職難の中【不明瞭
なキャリアビジョン】のまま、大学卒業と同時に
就職しているが、留学経験や、転職によるキャリ
アアップ等を経て、【働く者としての自信】を備
えている点で共通していた。５名中１名は現在育
児休暇中で会社に籍を残しているものの、夫婦と
もに地方出身者で近くに頼れる親戚もなく、保育
所を利用したとしても、残業ができないなど【職
場への遠慮】により育児休暇の終了とともに退職
するつもりであった。他の４名は、夫の転勤、留
学、長子の育児との両立困難、出産後、残業が不
可能であることなどから会社側から退職を勧告さ
れたなど、いずれも【不本意な退職】をしていた。
	 ≪育児中心の生活感情≫では、５名全員から
様々なストレスが語られた。５名に共通していた
のは、育児による【時間的・行動的制限】によっ
て自分の思ったことができないストレスであった。
ほとんどの者が【自分の時間が必須】であると考
えており、休日に夫に子どもをみてもらう、託児
サービスを利用するなどの方法で、自分の時間を
確保することにより、ストレスを解消しているよ
うであった。また、この群に特徴的だった＜育児
ストレス＞として【社会との隔絶感】育児をする
生活の中でもそれ以外の自分もあるのだという育
児だけではない【自分自身の存在意義】【他者か
ら評価ない空虚感】また、同じ教育を受けてきた、
これまでは対等に仕事をこなしていた夫と比較す
ると自分の生活が全ての面であまりにも異なると
いう【夫の生活との違い】があった。一方で、【自
分で育てることの意義】を強く感じていること、
子どもをかわいいと思う気持ち、待ち望んでいた
子どもの存在を喜ぶ気持ちなど【肯定的育児感】
からなる＜子どもへの思い＞を語っており、＜育
児ストレス＞との間でバランスをとっているよう
であった。しかし、このような生活の中で、常に
＜再就労模索＞をしている。【人生における仕事
の重要性】、旺盛な【成長意欲】、育児をしている
ときとは異なる【自分自身の存在確認】、それま
で対等であった夫との関係が自分が就労していな
いことによって変わってしまうのではないかとい
う【夫婦関係変化への懸念】などから、就労を再
開したいとの思いをさらに強くしている様子がう
かがえた。また、上述の育児ストレスによる【育
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Figure 4 再就労に向けて葛藤が強い群（MK，RS，NR，ZY，SR）
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働く者としての自信
＜出産前の就労＞
結婚・妊娠
不本意な
＜退職検討＞
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不本意退職
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社会との隔絶感
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≪育児中心の生活感情≫
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家計を背負うためでない就労
＜再就労消極要因＞
社会復帰への不安
＋
夫のサポート
他者評価ない空虚感
育児だけではない自身
夫の生活との違い 人生における仕事の重要性自分自身の存在確認 成長意欲
＜再就労促進要因＞
育児負担感 子どもの成長 夫婦関係変化への懸念－
将来 ＜将来展望＞
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いう理想 のの変化に対する納得感
子ども最優先 子どもの巣立ち
評価 影響
児負担感】から、実際に就職活動を始めた者もい
た。また、この過程で６名中３名が【子どもの成
長】を目の当たりにすることで、現在の育児に専
念する期間の有限性を感じ、再就労への思いを一
気に強める様子がみられた。
	 また、再就労を模索する過程で５名中４名が、
最初に立ちはだかる問題として【保育所問題】を
挙げた。【子どもの環境重視】を最優先に考える
ものの、制度的な問題から、思うような環境をす
ぐに整えることができず、それが再就労を阻害す
ること、【核家族の問題】によって再就労が阻ま
れている面があることがうかがわれた。一方、自
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分が将来にわたって育児だけに専念するタイプで
はないとの【夫の評価】に支えられ、再就労を実
現することを確信している者も２名いた。また、
自分の母親が仕事を持ち家計を支えていたことか
ら、仕事を持つことが当たり前のことであるとの
意識が形成されている者や、自分の母親が３歳ま
で育児に専念しその後再就労していることから、
それが無意識のうちに自分の生き方にも反映され
ていると認識している者がおり、自身の【母親の
影響】が大きいこともうかがえた。
	 このような＜再就労規定外的要因＞の他、【人
生においての仕事の重要性】【成長意欲】【自身の
存在確認】といった自己実現欲求と＜子どもへの
思い＞＜育児ストレス＞とが絡みあい、本群の＜
再就労模索＞における葛藤が複雑なものになって
いることが示された。
	 さらに将来展望は、５名全員に必ず再就労を果
たす覚悟があり、【育児も仕事もという理想】を
持っていた。それには、仕事を週に２，３日にす
る、残業をしない、フルタイムではない働き方も
選択肢に持つなど、育児と仕事を半々にあくまで
も【子ども最優先】での就労が理想として語られ
た。また、働くことの意義について、経済的意義
は２次的なものであり、社会とつながる手段、社
会貢献の手段、自分自身の存在確認の手段、夫婦
関係を対等なものに保つための手段など、どちら
かと言えば自己実現的要素が強い様子であったこ
とが本群の特徴としてみられた。さらに、出産前
までは、自分の昇進など自己実現を目指すものと
して自分の時間的精神的資源を全て投入するもの
であった就労が、出産後は自己実現的要素を持ち
つつもバランスよく自分の人生の一部に組み込ま
れるものという認識に変わっていることから【働
くことの意義の変化】があったことがうかがえた。
【自分で育てることの意義】と、退職せざるを得
なかった無念との間で、様々な葛藤を抱えながら、
育児中心の生活をしていることが語られたが、【子
どもの巣立ち】が必ずあることへの気づきや【育
児肯定感】などから、一旦【仕事を置いたことに
対する納得感】があることも２名から語られた。
	 本群の５名は、働くことの意義として自己実現
的要素を挙げる者が多かったことから、「自己実
現志向」の影響を受けている、また、合理性でほ
とんどのことを割り切ることができると思われる
仕事の世界に、居心地の良さを感じていることな
どから、「合理性追求志向」の影響を強く受けて
いると推測された。【自分で育てることの意義】
を強く感じながら、「自己実現志向」「合理性追求
志向」などの文化的要因の影響により、それだけ
に集中できないという現代の母親に特徴的といえ
る育児不安／ストレスの構図が見て取れた。
４.	総合考察と今後の課題
	 本研究において、就労経験があり現在は未就園
児の育児に専念している母親が、再就労について
考える際、そこにはどのような思考過程があるの
か、またその過程において、どのような促進要因
および阻害要因が存在するのかを検討した。まず、
対象者を育児休暇中群、育児充実・傾倒群、再就
労へ向けて葛藤弱い群、強い群の４群に分類した。
その後、群毎に＜出産前の就労＞＜退職の検討＞
を経て育児中心の生活に入り、＜子どもへの思い
＞＜育児ストレス＞を主とする様々な≪育児中心
の生活感情≫を経験する中で、＜再就労模索＞へ
向かう、向かわない、あるいは＜復職時期検討＞
に至るプロセスがあった。さらにその検討過程に
は群毎に異なる＜再就労促進要因＞＜再就労消極
要因＞＜再就労規定外的要因＞が見られ、これら
のプロセスを経て＜将来展望＞へ向かう一連の流
れを捉えた。積極的に再就労を考えていた者が12
名中８名であり、本研究においても、育児をしな
がら就労を継続したいと考える者が多かったと言
える。しかし、再就労をめぐって様々な葛藤を抱
えている者と、葛藤がほとんどなく条件が揃えば
すぐにでも就労を再開したいと考えている者がい
た。この葛藤の有無に影響する要因として【自分
で育てることの意義】への強い思いが挙げられる。
育児に傾倒している者たちだけでなく、【人生に
おける仕事の重要性】を述べている者たちからも、
子どもを自分で育てたい、毎日の成長を見たいと
願う気持ちが多く聞かれ、その強さが葛藤の有無
に影響している場合が多かった。葛藤の有無は、
働く意義として主に経済的意義を挙げたか否かに
も関連があり、前者には葛藤がほとんどないよう
であった。
	 また、就労を希望するか否かに拘わらず、全員
が【子ども最優先】との思いを持っていた。子ど
もを持つことの価値が唯一絶対的なものではなく
なり、相対的なものとなったとの先行研究（柏木，
永久，1999）があるが、再就労を常に模索する群
に見られた葛藤は、子どもの価値が、他のものと
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同一でないからこその葛藤であると思われた。
	 他方、【時間的・行動的制限】により思ったこ
とができないストレスなどから、【育児負担感】
を持ち、24時間の育児から解放されたいと考える
者が見られた。これらは、柏木（2009）の「母の
手」による育児への思いから自ら退職した多くの
母親が、育児不安／ストレスを抱えてしまうとい
う矛盾が存在するという指摘を一部支持するもの
であると考える。しかし、一方で本研究における
育児充実・傾倒群は、自分で育てられることに喜
びを感じ、育児をする【自分自身の存在意義】に
自信を持っていた。また、育児ストレスもほとん
どないようであった。したがって、無職であると
必ずしも、育児不安／ストレスを感じるというこ
とではなく、無職であることを自分自身がどう捉
えているかに左右されるということが確認された
と言える。また、育児充実・傾倒群４名のうち２
名は、就労期間が他の者より短く、就労の世界に
おいて絶対的な価値を置かれると思われる「合理
性追求志向」が弱い可能性がある。したがって、
合理性で割り切れることばかりでない育児中心の
生活（鯨岡，1999）で、ストレスを感じる機会が
少ないと捉えることもできるのではないか。
	 さらに、対象者の多くから、【成長意欲】及び、
【育児だけの生活への不安】が語られた。【成長意
欲】は、仕事上のスキルアップや、人間関係を広
く持つこと、勉強とその内容はさまざまであるが、
４群全て、12名中８名に見られた。また、育児に
傾倒する生活に充実感を持っている者においても、
このまま（育児をするだけ）でいいのかという不
安に言及するなど、決して現状に甘んじることな
く、常に上昇志向であり、それを就労に求めてい
る母親の存在を捉えることができた。これは、「自
己実現志向」が強いことの影響と捉えることがで
きるのではないか。
	 本研究において、鯨岡（1999）が指摘している
文化的要因が、上述のように様々に母親の意識に
影響を与えている様子を捉えることができた。し
かし、本研究においては、「合理性追求志向」や
「自己実現志向」の有無を、母親の語りの中から
読み取っているに過ぎない。今後、これらの文化
的要因について、それぞれひとつの変数として捉
え、その影響の有無を量的に検討したい。また、
本調査対象者の12名中９名の地方出身者が、近隣
に頼れる家族がいないことを、就労継続にあたっ
ての障害として認識していた。このことから、本
調査対象者たちが、もう一つの文化的要因である
「核家族化」の影響を受けていると捉えることが
できる。しかし、どのように障害となっているの
かその詳細については聴取することができなかっ
た。したがって、核家族化したことによる育児へ
の影響について、具体的にはどのようなことがあ
るのかを検討する必要があろう。これは、今後の
課題としたい。
	 また、多くの対象者から、託児サービスなどを
利用する際に、子どもと離れがたいとの思いを経
験していることが語られた。しかし、子どもと離
れがたいとの思いは、【子どもの成長】を意識し
ていくにつれて薄れてゆき、多くの場合、それが
就労を再開する契機となっている様子であった。
この【子どもの成長】の捉え方は、子どもが集団
の中に慣れていく様子を目の当たりにした、子ど
もが自分以外の人（他の子どもなど）とコミュニ
ケーションをとるようになった、一人遊びをする
ようになった、断乳したなど、多様であることが
示され興味深かった。今後、母親の再就労を検討
するにあたって、一つの指標とできるのではない
だろうか。この点についても検討を重ねていきた
い。
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概　念　名 定　　　義 カテゴリー 大カテゴリー 類似例発言者 備　考
働く者としての自信 妊娠・出産前に、留学・転職など様々な経験を積み、就いた職業に傾倒した、特技を生かして働いた、激務をこなした、職場でも実力を認められた、など自分の経歴に自信をを持っていることをうかがわせる発言。 出産前の就労 MK,NR,AA,ZY,SR
不明瞭なキャリアビジョン
社会に出るまで、どのような職業に就きたいか、あるいは、子どもを持つことと働くこととのバランスはどうするか、いつまで継続するかなどの働き方など、働くことに関する明確なビジョンがなかったことをうかがわせるような発言をしている。 出産前の就労
MK,NR,AA,YY,IC,HM
職場への遠慮 出産後、残業ができないなど、出産前と同様の職務をこなすことができないので、職場に迷惑をかけてしまうから退職した（する）という考えを述べている。 退職検討 NR,IC,MK,SR
母親の影響 自分の就労について考える際、自分の母親がしてくれた育児に影響を受けていたり、母親の言葉に影響を受けていたりすることをうかがわせる発言をしている。 NR,AA,ZY,OK
家計を担う覚悟 自分の働く意義について語る中で、家計の一部または全部を担う覚悟が感じられる。 HS,HM 育児休暇中群のみ
継続しやすい職場 出産後も継続することが当然のことと捉えられており、育児休暇を取得することにも理解がある、さらに、復帰後は残業などしなくてすむよう考慮してくれることが期待できる職場であること。 退職検討 HS,HM 育児休暇中群のみ
不本意退職 職場の制度に限界があり、育児をしながらでは継続が難しい、あるいは、夫の転勤、留学などによって不本意ながら、退職することを決めている。 退職検討 NR,SR,RS
再就労に向けての葛藤強い群のみ
自分で育てることの意義
子どもと一緒に毎日過ごし、成長を見守りたい、子どもと一緒にいることで幸せを感じている、自分が一緒にいることを子どもも望んでいてそれがプラスであると考えているなど、誰か他の人の手に委ねるのではなく、子どもを自分の手で育てることに意義があると考えている。
退職検討/子どもへの思い NR,AA,ZY,IC,OK,RS,
夫の生活との違い 同時に親となったはずの夫は、それまでと変わらない生活を送れていることに言及し、それと比較して自分が受けている制約観を訴えている。 育児ストレス MK,ZY, 再就労に向けての葛藤強い群のみ
時間的・行動的制限 子どもを持ったことにより、これまでの生活からは想像できないほどの時間的制限、行動的制限があることについて言及し、それをストレスに感じている。 育児ストレス NR,ZY,HM,RS,OK
社会との隔絶感 社会とのつながりがうすれていると感じることにより不安や閉塞感を感じた経験。 育児ストレス MK,NR,ZY,IC,HM,RS
他者評価ない空虚感 育児に専念していると、誰にも評価されない、誰にも見てもらえないことから、寂しさや疑問を感じてる。 育児ストレス MK,ZY 葛藤強い群のみ
自分の時間必須 育児の中で閉塞感などネガティブな感情になったとき、自分の時間を持つことの有効性に言及し、自分の時間を持つことが必須であると感じていることをうかがわせる発言。 育児ストレス MK,MK,NR,ZY,HM
時間的ゆとり 子どものいる生活にゆとりを感じる、時間的・行動的制限は受けるものの、あまりストレスに感じていない。 育児ストレスなし YY,IC 育児充実・傾倒群のみ
育児をする自分の存在意義 育児をする自分の存在意義を感じている。 育児ストレスなし OK,TM 育児充実・傾倒群のみ
他者評価不要 育児に専念する生活の中で、誰にも評価されないといった思いを持っていない。 育児ストレスなし YY,IC,TM 育児充実・傾倒群のみ
自分の時間不要 育児の中で自分の時間を持つことは、特に必要ないと感じていることをうかがわせう発言。 育児ストレスなし YY,IC 育児充実・傾倒群のみ
戻れる場所がある安心感 育児休暇中であり、復帰する職場が確保されていることから安心感があることがうかがえる発言。 育児ストレスなし HS,HM 育児休暇中群のみ
自分で育てることの意義
子どもと一緒に毎日過ごし、成長を見守りたい、子どもと一緒にいることで幸せを感じている、自分が一緒にいることを子どもも望んでいてそれがプラスであると考えているなど、誰か他の人の手に委ねるのではなく、子どもを自分の手で育てることに意義があると考えている。
退職検討/子どもへの思い NR,AA,ZY,IC,OK,RS,
子どものペース 日常生活において、子どものペースに合わせて行動している。 子どもへの思い YY,HM,TM 育児充実・傾倒群のみ
肯定的育児感情 育児をすることによって自分の世界が広くなったと感じている、育児をする中で感じる充実感や幸福感など肯定的な育児感情に言及している。 子どもへの思い ZY,YY,OK,SR,TM,MK
夫のサポート 育児をしていく中で、夫のサポートによりどれだけ勇気づけられたか、どれだけ夫のサポートに期待しているかに言及している。 － MK,NR,ZY,IC 葛藤強い群のみ
育児中心の生活感情
退職検討/再就労規定外的要因
退職検討/再就労促進要因
付 表
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概　念　名 定　　　義 カテゴリー 大カテゴリー 類似例発言者 備　考
保育所問題 自分が仕事を再開するにあたって、制度的な問題（保育所問題）が大きく立ちはだかっていることに言及している。 MK,ZY,RS,NR
核家族化の問題 子どもを抱えて仕事をすることを考えた時、自分の親が近くにいれば、サポートが受けられるがそれが不可能、核家族化の弊害について言及している。 MK,NR,RS,ZY,IC
母親の影響 自分の就労について考える際、自分の母親がしてくれた育児に影響を受けていたり、母親の言葉に影響を受けていたりすることをうかがわせる発言をしている。 NR,AA,ZY,OK
夫の評価 夫が自分のことを育児に専念するタイプでないと見ていることに言及している。 ZY,MK 葛藤強い群のみ
子どもの環境重視 働くことを決めたとしても、子どもの置かれる環境を重視し、子どもがいることを充分に意識した働き方を考えている。 ZY,RS, IC 葛藤強い群のみ
家計を背負うためでない就労 自分の働く意義について語る中で経済的事情との関連を述べている、家計に経済的な補助が必要であれば、迷いなく働く意志があるが、家計を背負うという感覚は薄いことがうかがえる。 再就労消極要因
NR,OK,RS,MK,IC,AA,ZY
社会復帰への不安 子どもを抱えて、働くことができるか、自分が再び社会に順応できるのか、ブランクあって社会から受け入れられるのか、ブランク長期化によるスキル低下、または自分が以前と同様の働き方をしたいのかなど、社会復帰に際しての不安に言及している。 再就労消極要因
AA,ZY,IC,OK,NR,MK
自分自身の存在の確認 母親として育児をする以外、仕事や他の活動で、自分の存在を確認したいと感じている。 再就労促進要因 MK,ZY,RS 葛藤強い群のみ
成長意欲 育児をしていく上でも、自分自身の自己研鑽への意欲が見え、成長したいと思っている。 再就労促進要因 ZY,RS,MK,HS,AA,HM,IC,
人生における仕事の重要性 自分が生きていく上で、仕事は不可欠のものであると考えている様子がうかがえる。 再就労促進要因 ZY,RS,MK,NR 葛藤強い群のみ
子どもの成長 子どもが他の子どもに関心を持つなど、母親と離れ、やっていかれそうな様子、子どもの成長を感じ、それが仕事再開の足がかりになっている。 再就労促進要因 MK,NR,AA,ZY,HS,HM,
夫婦の関係性変化への懸念 妻が育児に専念することによって、経済的に対等でなくなる、共通の話題を失うなどのことが起こり、それまでの夫婦関係が変化してしまうのではないかとの懸念を話している。 再就労促進要因 MK,NR 葛藤強い群のみ
育児負担感 予想を上回る育児の大変さ、あるいは社会から隔絶されていると感じられる生活から逃れるために就業を考えるようになった様子がうかがえる。 再就労促進要因 ZY,HS,HM,RS,YY,IC
家計を担う覚悟 自分の働く意義について語る中で、家計の一部または全部を担う覚悟が感じられる。 HS,HM 育児休暇中群のみ
育児だけの生活への不安 育児生活が楽しいと感じる一方で、育児だけをしている生活でいいのかという不安を感じている。 再就労促進要因 ZY,YY,OK 育児充実・傾倒群のみ
育児も仕事もという理想 育児も仕事もしたいという理想の生き方について言及している。 将来展望 NR,ZY, HS,HM仕事を置いたことに対する納得感 子どもへの愛着の高まり、子どものいる生活の充実感、仕事を置いたことに対する納得感。 将来展望 NR,SR 葛藤強い群のみ
働くことの意義の変化 出産前と出産後で働くことの意義や働き方が変化したことに言及している。 将来展望 NR,ZY,IC,HM,MK,HS
子どもの巣立ち 将来的に再就労や趣味の再開を考えているが、そのタイミングは子どもが自分を今のようには必要としなくなる時期、物理的に自分の体が自由になる時と考えている。 将来展望 NR,YY,IC,HM,NR
子ども最優先 仕事を再開するにあたって、何においてもまず子どもを優先させるということが明確に意識されている。 将来展望 MK,ZY,MK,AA,ZY,HM,RS※各概念を作成する過程を示すために収集したデータを各概念ごと2例ずつ記載したが、誌面の都合上割愛した。照会を希望される際は、筆者までお問い合わせください。
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